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　 2)マ ウスの舌および軟口蓋 における味覚受容

　　　器の発生過程　 -受 容器の発生時期と味覚

　　　機能発現について-

　〇加川千鶴世,大 須賀謙二1,宗形 芳英1,鈴木 康生2

　　　　　　　　　　　 (奥羽大・大学院 ・小児歯科,

　　　　　　　　　 口腔機能分子生物 ・成長発育歯2)

　 (目　的)　 ほ乳類の味蕾の出現と機能の発現は,

舌および軟口蓋などの部位によって異なると言わ

れている。そこで,マ ウスの胎生期から離乳完了

期における,味 覚受容体の発現時期 と特徴を,口

腔器官の発育,歯 の萌出状況 にあわせて検索 した。

　 (材料 と方法)　 実験材料には,胎 生8～ 生後21

日齢のマウス(C57BL/6)を 使用 した。

　 1)味 覚受容体の発現の指標 となるT1Rフ ァミ

リーのmRNAの 発現 時期 を,　RT-PCRを 用いて

解析 した。PCR産 物であるDNA断 片は,ア ガロー

スゲル電気泳動によって分離 し,目 的のDNA断

片 を回収 した。

　 2)味 蕾の機能発現:免 疫組織化学的検索

　舌と口蓋 を摘出 し4%PFAで 固定 した後にPBS

で洗浄 し,内 因性ペルオキシダーゼを不活性化 し,

通法によりパ ラフィン包埋 し厚 さ5μmで 切片を

作成 した。その後,抗Gustducin,抗mGluR4を

それぞれ1次 抗体 とし,二 次抗体には緑色蛍光

標識抗体であるALEXA　 Fluor488を 用いた。

　 (結　果)　 舌が形成 される,胎 生11日 齢にT1R

ファミリーのm-RNAが 発現 した。

うま味,甘 みおよび苦味の機能発現は,軟 口蓋が

胎生14日 齢で最も早 く,茸 状乳頭では胎生16日 齢,

有 郭 乳 頭 は胎 生18日 齢 か ら抗mGluR4と,抗
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Gustducinの 陽性反応がみ られた。出生後 に味蕾

が発現する有郭乳頭の味蕾は,下 顎切歯の萌出が

開始する生後10日 齢頃か ら増加 し,臼 歯部の萌

出が確認 される生後15日 齢頃 には,成 マウスと

ほぼ同 じ味蕾数が確認できた。

　 (まとめ)　 C57BL/6マ ウスにおいては,

　①舌形成後か らT1Rフ ァ ミリーのmRNAが 発

現する。

　②胎生中期より甘み ・うま味を認識す る。

　③歯の萌出と同時期に味蕾数が増加する。

という結果が得 られた。

　マウスは,胎 生期には,羊 水中のグルコース(甘

味)や グルタミン酸(う ま味)を 味わい,出 生後

には,母 乳の成分である乳糖やグル タミン酸の味

も認識すると思われる。また,歯 の萌出と同時期

に味蕾数が増加することから,次 に摂取 していく

固形食餌を味わう準備がなされているとも考 えら

れる。ヒ トにおいて も,マ ウスとの発育期間の差

はあるものの,乳 歯の萌出開始期から萌出完了期

にかけて,味 覚の成熟が予想 されるため,小 児歯

科では,乳 歯の萌出が開始する頃からの離乳食,

さらに幼児食に切 り替わる時期には,子 どもの味

覚育成 を考慮 した食事指導(食 育)な どの必要性

が示唆された。
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